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6. 気圧掃引型平面ファブリ･ベロ干渉分光計の試作

並びにそれを用いた強誘電体NaD3(SeO3)2のブリ

ルアン散乱による研究

山 口 博 幸

強誘電相転移に伴い音波の伝播異常が通常期待されている｡ その観測にはピエゾ共振法,超

音波測定法及びブリルアン散乱法が用いられる｡このうちブリルアン散乱法は非接触測定であ

る事は特徴がある｡

ブ リルアン散乱の観測を目的として,気圧掃引型平面ファブ リ･ベロ干渉分光計の製作及び

改良を行 った｡本機の特徴は,平行度調節機構 にある｡従来品は光の波長以下に長さをそろえ

た3本の溶融石英ガラス棒をスペーサーとしてミラー間に配置 しているのに対 し,本機はスペ

ーサーとしてステンレス鋼製パ イプを用い,これを歪ませる事によりミラーの平行度を調節す

る｡ステンレス製スペーサーの採用により安価に製作する事が出来た｡平行度を安定にするた

めに分光器全体を温度コントロールした｡フィネスは2- 3日で 60から40まで低下する｡ミ

ラーの固定は,気圧掃引に伴 うたわみが最 も小さいと考えられる部分に固定 した｡本機の評価

は,液体のブリルアン散乱スペクトルの観測によった｡更に,強誘電体 TGSのブ リルアン散

乱スペクトルの温度依存性を観測 し,既に報告されているデーターと比較 し,実用に堪えるも

のであることが判 った｡

この自作の気圧掃引型平面ファブリ･ベロ干渉分光計を用いて,強誘電体 NaD3(SeO3)2

(D･STS)のブ リルアン散乱スペクトルを観測 した｡光源 としてAr+ ガス レーザーを単一

モー ドで使用 し,分光器には 1/200のエタロンペアー (R- 98.50/o)を使用 したo

D･STSは,温度降下と共にα相 (P21万)からγ相 (P｡)-強誘電相転移するoH塩 (H･

sワs)では,α相とγ相の間に,β相 (Pl)が現われる｡ H塩について弾性的性質は今までに

調べられていて, IJaVreneiとらはブ リルアン散乱によってα-Pに伴 うC66のソフト化を報告

している｡これに対応 して,我々は∬- 1.0のD塩でのブリルアン散乱スペク トルの温度依存

性を調べ,D･STSではα→γに伴い C66はソフ トにならないことを見出したo

D･STSの ミラー面内に伝播する音波伝播の異方性 を調べる目的で,円柱状サンプルを用

いブ リルアン散乱スペクトルの音波波数ベク トルの方向依存性及び温度依存性を調べた｡常誘

電相 αと異 り,強誘電相 γで,転移温度近傍での縦波音波の異方的減衰 を見出した｡減衰が最

大となるのは結晶軸 とは異なる方向に伝播する音波であった｡
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